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冬のスリップ事故に注意
40％が「通勤」時間帯 午前7時台～8時台

『だろう』より、『かもしれない』で、防ぐ事故
・ 橋の上、日かげ、トンネル、峠 路面凍結に注意
・ 『今、路面が凍結していたら･･･』と考え、運転を変えましょう

急ブレーキ・急ハンドル・急発進
「急」のつく操作は、スリップの原因

日没前後の「薄暮時間帯」は注意
歩行者を見落とさないように気を付けましょう

交差点事故をなくそう 歩行者・自転車 再確認

《過労運転の防止》
○ 「ぼ～っと」すると、目は開いていても、見えていません 「その運転、大変危険です」
○ こまめに休憩をとりましょう （2時間走行15分休憩）

バックする時 「たぶんいないだろう･･･」は、ダメ

信号待ち車への追突 漫然運転、わき見運転に注意しましょう

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

夜７時半 カーブ どちらかがはみ出し
トラックと正面衝突 乗用車の70代夫婦死亡

トラックの男性、右足骨折の重傷
◇道内各地にブラックアイスバーン出現 ◇
◇峠で、橋で、カーブで、スリップ事故多発 ◇

◇カーブ手前では十分減速し、滑走スリップ、横滑りスピンに注意しましょう◇
２０２４／１２／２（月）

１日午後７時２０分ごろ、三重県の国道で乗用車とトラックが正面衝突しました。この事故で、乗用車を運転して
いた男性（７６）と、助手席に乗っていたの妻（７３）がいずれも全身を強く打ち、病院に運ばれましたがまもなく
死亡しました。トラックを運転していた男性（５２）は右足の骨を折る重傷です。現場は片側１車線のカーブにな
っていて、警察は、乗用車とトラックのいずれかがセンターラインをはみ出したとみて、調べています。

午後６時 圧雪路面で衝突事故
「朝から酒飲んでいたが･･･アルコール残ってないと思った…」

”酒気帯び運転”で72歳男を逮捕
基準値『約3倍』のアルコール検出 旭川市

◇自分の家族が犠牲になった あなたは、飲酒運転者を許せますか？◇
２０２４／１２／１（日）

酒を飲んだ状態で乗用車を運転したとして、男（７２）が酒気帯び運転の現行犯逮捕されました。男は３０日午後
６時前、旭川市で酒気を帯びた状態で乗用車を運転し駆け付けた警察官にその場で逮捕されました。男は圧雪路
面で別の車両と接触する事故を起こしていました。相手の運転手は軽いケガをしていて、酒の臭いがしたことか
ら警察へ通報していました。基準値の３倍近くのアルコールが検出されました。警察の調べに対し男は「朝から
酒を飲んでいたが、アルコールが残っていないと思った」と話し、容疑を否認しています。

深夜11時半 札幌 交差点
車同士が出合い頭に衝突
一方の車は現場から立ち去る

◇黄色信号で交差点進入は、命取りになります 黄色信号は「止まれ」◇
◇交差点手前で、黄色信号の場合は、加速しないで停止する◇

２０２４／１２／２（月）
１日午後１１時２０分頃、札幌市豊平区の交差点で、車同士が出合い頭に衝突する事故がありました。警察により

ますと一方の乗用車に乗っていた人が体の痛みを訴えていましたが、 命に別条はないということです。警察が
現場に到着した際もう一方の車は現場から立ち去っていたということで、警察は立ち去った車の行方を追うとと
もに事故の原因を詳しく調べてます。


